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1 はじめに
2022年10⽉，JLA図書館情報学教育部会の
幹事会は，「児童サービス論」を以下の新
科⽬との選択にすることを提案
● 障害者サービス論
● ⾼齢者サービス論
● 多⽂化・多⾔語サービス論
JLA児童⻘少年委員会は，児童サービス論は
必修のまま，2倍に増やすべきと主張
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3サービス

障害者サービス

⾼齢者サービス

多⽂化・多⾔語サービス

は1科⽬として開講できるか検討

2 ⽬的
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3 ⽅法
3.1 各サービスに特化した科⽬の調査
● すでに特化した科⽬が開講されていない

か
○ 全国の⼤学の司書課程のシラバスを調

査
○ 授業回の半分以上で3サービスのいずれ

かが扱われる科⽬
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3 ⽅法
3.2 その他の科⽬での3サービスの扱われ⽅の調査

● 参考になる授業の実践事例はないか
○ 授業1回でも扱われていることはないか
○ 全国の⼤学の司書課程のシラバス調査
○ 「図書館サービス概論」は教科書調査

も
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3 ⽅法
3.3 具体的な分析⼿法
対象︓ ⽂部科学省のリストにある193校
除外︓ 通信教育の課程，現在は開講されて
いないと考えられる⼤学，4年制⼤学と授業
を共⽤する短期⼤学
分析対象︓ 実質180校のシラバス
⽅法︓ ローカルPC保存後，全⽂検索などで
分析
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3 ⽅法
3.4 本研究における3サービスの定義

障害者
サービス

障害者，障がい者，障碍者，障がい児，図書館利⽤に障害，図書館
利⽤の障害，図書館利⽤に困難，図書館利⽤における障害，図書館
サービスに課題のある⼈々，特別⽀援，特別な⽀援，特別なニーズ，
特別な教育的ニーズ，特別な配慮，ハンディを持った⼈々，ユニバ
ーサルデザイン，多様な読者の特性やニーズ，読書に困難を持つ⼈，
読書困難者，不⾃由を感じる⼈

⾼齢者
サービス ⾼齢者，シニア，超⾼齢社会，⾼齢化社会，少⼦⾼齢化，認知症

多⽂化・
多⾔語
サービス

多⽂化，国際化，外国⼈，在⽇外国⼈，外国⼈児童，海外をルーツ
に持つ⼦供たちへのサービス，⺟語が⽇本語ではない場合，外国に
ルーツのある⼈，LGBT，多⾔語，英語で絵本の読み聞かせ

表1 各サービスが扱われていると判断されたシラバスに含まれていた⾔葉
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4.1 各サービスに特化した科⽬
4.1.1 「障害者サービス論と⾔える科⽬」

⼤学名 開講科⽬名
(法定科⽬名) 回数(単位数) 教科書

[A] ⼤阪樟蔭
⼥⼦⼤学

図書館サービス
特論 15回(2単位)

JLA障害
者サービ
ス委員会

[B] ⼤阪成蹊
短期⼤学 図書館基礎特論 7回(1単位) なし

[C] 関⻄⼤学 図書館サービス
特論 15回(2単位) なし

[D] 京都産業⼤学 図書館サービス
特論 8回(1単位) なし
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[E] 神⼾松蔭
⼥⼦学院⼤学

図書館サービス
特論 8回(1単位) なし

[F] 専修⼤学 図書館情報資源
特論 15回(2単位) なし

[G] 専修⼤学 図書館サービス
特論 15回(2単位) 野⼝・植

村

[H] 都留⽂科⼤学 図書館サービス
特論 15回(2単位) なし

[I] 鶴⾒⼤学 図書館サービス
特論 15回(2単位) うおやま

[J] 帝塚⼭学院
⼤学

図書館サービス
特論 14回(2単位) なし
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[K] ノートルダム
清⼼⼥⼦⼤学

図書館サービス
特論 15回(2単位) 佐藤

[L] 松本⼤学松商
短期⼤学部

図書館サービス
特論 8回(1単位) なし

[M] 明治⼤学

障害者サービス
論
(図書館サービ
ス特論)

14回(2単位) なし
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12

●“図書館利⽤に障害のある⼈へのサービス
＝障がい者サービス”の観点は多いが，
⾝体障害・知的障害，，，など障害の種
類ごとに扱われることが多い

●発達障害を除く精神障害は扱われない
●担当者ごとにさまざまな⼯夫
●教科書や担当者は増えた
●近畿地⽅に多い



4.1 各サービスに特化した科⽬
4.1.2 「⾼齢者サービス論と⾔える科⽬」

⾏われている⼤学はなかった
● 藤⼥⼦⼤学︓図書館サービス特論
○ 多⽂化サービス，障害者サービス，⾼

齢者サービスをそれぞれ4週間ずつ
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● 筑波⼤学︓PBL型図書館サービスプログ
ラム開発(⾮司書課程)
○ 認知症予防プログラムの企画提案
○ PBL(Problem-Based Learning)

● 沖縄国際⼤学︓図書館⽂化セミナー(⾮司
書課程)
○ 「⾼齢化社会における図書館サービス

の意義」「認知症⾼齢者向け資料の検
討・提案」「回想法をもちいたおはな
し会」など6回
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4.1 各サービスに特化した科⽬
4.1.3 「多⽂化・多⾔語サービス論と⾔える科⽬」

● 常葉⼤学の「図書館基礎特論」が唯⼀
○ 最初の5回は「⽇本における多⽂化社会」

など，多⽂化社会そのものについて
○ 「図書館における多⽂化サービス」が5回

の後，博物館や公⺠館における「多⽂化
共⽣の取り組み」を3回
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4.2 「図書館サービス概論」での3サービス

●扱うと決められているので，教科書には載
っている
○1点を除き，3サービスとも取り上げられ

る
○3サービスで授業1回は想定されている

●教科書を教えるだけだと学⽣の興味を引き
にくい
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4.3 その他の科⽬での3サービスの扱い
4.3.1 障害者サービスを扱うその他科⽬

●児童サービス論︓
85のシラバスで障害者サービス
○図書館利⽤に障害のある⼦どもへのサ

ービス
○特別な⽀援が必要な児童へのサービス
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●図書館情報技術論︓
マルチメディアDAISY作成演習を4回(佛教
⼤，京都華頂⼤)

●図書館情報資源特論︓
障がい者サービスを4回(⽟川⼤，都留⽂科
⼤)

●図書館情報資源概論︓
⾮印刷資料①障害者資料(國學院⼤)

●図書・図書館史︓
図書館と障害者サービス(滋賀⽂教短⼤)

●図書館施設論︓
障害者対応サービスの考え⽅(京都産業⼤)
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4.3 その他の科⽬での3サービスの扱い
4.3.2 ⾼齢者サービスを扱うその他科⽬

●図書館サービス特論︓
「障害者と⾼齢者サービス」を2回ずつ
(東京農業⼤，⼆松学舎⼤)

●図書館概論︓
超⾼齢化とテクノロジーの進化，未来の
図書館の想像(佐賀⼥⼦短⼤)
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4.3 その他の科⽬での3サービスの扱い
4.3.3 多⽂化・多⾔語サービスを扱うその他科⽬

●図書館サービス特論︓
6回の多⽂化サービス(⽴教⼤)

●図書館基礎特論︓
英語絵本の読み聞かせを4回(関⻄⼤)

●図書館情報資源特論及び演習︓
多⽂化サービスとしての外国語資料(明星
⼤)
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●図書館実習︓(事前学習として)
多⽂化サービス(安⽥⼥⼦⼤)

●児童サービス論︓
多⽂化サービス(聖学院⼤)

●図書館サービス特論(児童サービス特論)︓
多⽂化児童サービス(⾹川短⼤)

●図書館総合演習︓
洋書の⽬録を12回(國學院⼤)

●図書館情報資源特論︓
海外の図書館と⽇本語資料(同志社⼤)
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5 結論
5.1 「障害者サービス論」の実現可能性

●開講できる
○13の授業が開講
○様々な担当者
○教科書として使える本もある

●発達障害を含まない精神障害者へのサー
ビスは検討されるべき

22



5 結論
5.2 「⾼齢者サービス論」の実現可能性

●開講できるかはまだ判断できない
○筑波⼤と沖縄国際⼤の授業は参考にな

る
●開講するなら

○サード・エイジを扱う必要がある
○教科書として使える本はある
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5 結論
5.3 「多⽂化・多⾔語サービス論」の実現可能性

●開講できるかはまだ判断できない
○常葉⼤学の授業は参考になる

●開講するなら
○多⽂化社会とは何かから教える必要
○児童サービスから洋書の⽬録まで
○「多数に少数⽂化を伝える試み」も
○図書館を専⾨としない教員が担当する

なら，接続を考える必要
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5 結論
5.4  3サービスから複数取り上げる授業

●3サービスをまんべんなく扱う科⽬
●「⾼齢者サービス論」と「多⽂化・多⾔

語サービス論」を扱う科⽬
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6 今後の当グループの課題

●残りの2科⽬が開講できるか検討
○シラバスを作成することで検討
○各サービスの研究・現場での実践から
○海外のシラバスから

●学⽣の興味を引く授業に
○動画等，教材となりうる素材の収集
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